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移転しました！
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春が来た！春といえば、野焼きシーズン。阿蘇地

域では、今年も草原を維持するための野焼き作業が

３月上旬からあちこちで行われています。焼いた後

は不気味なほど真っ黒な山肌から、新しい芽吹きが

誕生するのを見る度に毎年感動を覚えます。 

 

さて、仕事を含めて約１ヶ月間留守にしていた耕

太が戻ってきました。さっそく野良仕事を始めてい

ます。今回の渡欧の目的は、視察の通訳と、就農１

０周年のリフレッシュ休暇。仕事以外は旅程を決め

ずに日本を発った耕太。イタリア、スイス、フラン

ス、イギリス、ドイツ。そして風変わりなところで

はリヒテンシュタインやマルタにも行って来たとの

こと。主に友人がいるところを回って刺激を得てき

たようです。 

 

肝心のお仕事では、ドイツの南西部・「黒い森」地

方で、景観保全型農業に取り組む農家を訪ねたり、

それを支える行政やさまざまな組織を訪ねたり。阿

蘇の文化景観保全をすすめる熊本県の職員さんと、

コンサルタントとして関わっている造園設計事務所

の社長さんとの視察でした。もともと私たちはラン

ドスケープの勉強をしていたので、就職するなら行

政機関か造園コンサルタント会社だったはず。結果

的には、農業という第三の道を選んだわけですが、

こうして同業になったかもしれない方々と、同志と

して一緒に仕事をさせて頂けるのは感慨深いことで

す。「農業を続けることで風景を守っていきたい」と

いう同じ思いを持つ農家やそれを支える方たちと直

接話をできたことで、得ることの多い日々だったよ

うです。よかった、よかった。そして無事に帰って

きてよかった！ 

 

夫の不在中はさぞかし大変だろうと心配されていまし

たが、子供たちと、周りの方に支えられて拍子抜けするほ

ど平穏に過ごしていました。平穏に、といっても、私はあ

ちこち飛び回っていて、半分も家にいなかったかも！？子

供を預かってくれたご近所さんや東京から来てくれた母

に感謝です。何をしていたかと言うと…。再生可能なエネ

ルギーを利用している取り組みの見学に行ったり、地元の

テレビ局で講演を頼まれたり、山口県で開かれた国際会議
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に呼ばれたり、女性農業者の全国大会に出席したり。異常なほ

どの飛び回り方でした。その中で特筆すべきはやはり女性農業

者の集まり。数年に一度、早稲田大学の講堂で全国集会を開い

ており、今回のテーマは「私たちの未来は私たちの手で」とい

うもの。なかなかいいテーマだと思いませんか？2 日間に渡っ

て意見交換をした中で、参加していた非農家の方が「農家には、

コメや野菜はもちろん、農機具用の燃料も常備している。いざ

という時に頼りになるのは政府より農家だ」とおっしゃってい

たのが印象的でした。うん、たしかに！福島で有機農業をされ

ていた女性のお話もあり、「仮設住宅での暮らしから抜けられ

ない私たちの事を忘れないで！」という悲痛な声に身が引き締

まる思いでした。 

 

さて、農繁期に入ったと言いながらも農作業の話が後回しに

なってしまいました。この季節、「下準備」にあたる作業がつ

づきます。水路にたまった泥をかきだしたり、土手の草を焼い

たり、牛舎から集めた堆肥をかき混ぜて発酵を促したり。中で

も水路の整備は重労働。たぶん、1 年間の作業の中で一番キツ

イのではないでしょうか。ちょっと受刑者っぽい感じ（笑）。

ちょうどいい時に今年も研修生が来てくれました。阿蘇で就農

を希望する２４歳の青年。もちろん、体力はばっちり！５日間

の研修期間中せっせと溝掘りを手伝ってくれました。でもそれ

ばっかりではかわいそうなので、大工仕事も手伝ってみたり、

草焼きも手伝ったり。それに子守りも（笑）。教える側の私が

言うのもなんですが、けっこういい体験ができたんじゃないか

と思います。 

 

もう一つご報告。私エリが大型特殊免許（農耕車限

定）を取得しました！４日間の講習を受けて、晴れて

試験に合格。作業中にはたくさんのことに気を配らな

ければいけないので、まだまだ慣れが必要ですが、一

人前の農家を目指して一歩前進しました。熊本県は数

年前に農作業中の死亡事故が全国一位、という不名誉

な記録を残しています。便利になった一方、大きな危

険を伴うようになったのは車社会と同じ。安全講習も

受けましたので、毎日の安全確認を大切にしていきた

いと思います。 

 

桜の季節になると、桜も見ていられないほど忙しくなる O2Farm。でも季節の変わり目を

肌で感じつつ、次なる１０年に向けて、今年もしっかりと田んぼづくりに取り組みたいと思

います。今年はどんな出来事が待ち受けているのでしょうか？どうぞ皆さまもお元気で。 

お知らせ【HP アドレスが変わりました】 

旧サイト（阿蘇テレワークセンター）のサービス終了に伴い、ウェブサイトを完全移転す

ることとなりました。新しいアドレスは http://www.o2farm.net/です。メールアドレス

も mail@o2farm.net となります。お気に入りの変更等どうぞよろしくお願い致します。 
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